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雇ヨロ『ふるさと、天草に帰る一菊池恵楓園絵画クラブ金陽会作品展」実行委員会

事務局本部 :一般社国法人ヒユーマンライツふくおか
〒814… 0112福岡市城南区友丘 1-7… 19 TEL080… 2799-0082
e― :硯 all:yoyoso1954@icioud.colTl
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(天草 (妙見ヶ浦))吉山安彦 2006年  )由 彩、キヤンバス ー般社団法人金陽会蔵 /題 字 :吉山安彦

幸 |‐

1



「ふるさと、天草に帰る」晨 実行委員長 蔵座 江美
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天草都市医師会、天草都市人権教育推進連絡協議会、天車市、

天草市教育委員会、天草市芸術文化協会、天草市社会福祉協議会、

天草自然公園ボランティア協会、

天草市男女共同参画ネットワークつんのでネット～風～、

天草市民生委員児童委員協議会連合会、天草四郎観光協会、

天草人権擁護委員協議会、天草宝島観光協会、天車フォトクラブ、

天草文化協会、牛深商工会議所、上天草市、上天草市教育委員会、

上天草市社会福祉協議会、熊本県天草広域本部、熊本県看護協会天草支部、

熊本県文化協会、熊本国日新聞社、本渡第一映劇、本渡商工会議所、

苓北町、苓北町教育委員会、苓北町社会福祉協議会、

公益信託 熊日文化スポーツ基金 (予 定)

鰺躙
天草エアライン株式会社、天草漁業協同組合牛深総合支所、

天車ケーブルネットワーク株式会社、天草信用金庫、天草大三生産直売公元、

天草中央ロータリークラブ、天草パールラインロータリークラブ、

天車 (旧本渡)ロ ータリークラブ、一般社団法人市民活動サポートあまみん、

医療法人啓正会酒井病院、医療法人社団永芳会永芳医院、

医療法人誠啓会やました医院、医療法人社回苓仁会酒丼外科・内科医院、

牛深ロータリークラブ、金子産業株式会社、株式会社クリザス、

株式会社 倉岳石油、月圭山芳證寺、金剛山明榮寺、社会福祉法人 慈永会、

社会福祉法人青豊会本渡ふたば保育園、

曹洞宗熊本県第 1宗務所熊本雪洞宗寺院一同、

曹洞宗熊本県第 2宗務所天草曹洞宗寺院一同、

田中電機、西天草ロータリークラブ、ハンセン病に学ぶ会、不老山西福寺、

松本歯科医院、ワール ドフレンズ天車

屁鰈
一般社回法人金陽会、株式会社コトノネ生活、

国立療養所菊池恵楓園入所者自治会、金陽会応援団

(5月 20日 現在 )

*ご後援、ご協賛、ご協力いただいた団体名及び個人名は、

展覧会場内パネル・展覧会図録に記載させていただきます。

掲載をご希望でない方は、事務局本部 (表 に記載 )ま でご連絡ください。

●ギヤラリートーク(各会場にて)

《獅子岩》中原繁敏 2006年  )由彩、キャンバス ー般社団法人金陽会蔵

本展覧会を企画し、菊池恵楓園絵画クラブの調査 ・保存活動を続けている

臓座 江美 によるギヤラリー トークを開催 します。

各種イベン トを予定 しています。詳細は一般社団法人ヒユーマンライツ

ふくおかHP http:〃human‐ rights‥ fk,com/で ご確認ください。

●映画上映 本渡第一映劇

■0月 10日 (土 )～ ■6日 (金)

0,次郎丸嶽ウォ・―・ク (中原繁敏さん渕いている次郎丸嶽に登ります

■0月 25日 (日 )
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国立療養所菊池意楓園絵画クラブ金陽会には、900点 を超える絵画が残 されていますが、全国 13ヵ 所の療養所を見て

もこれだけの作品が残 されているのは奇跡的なことです。長い療養所生活の中で、家族やふるさとを想って描かれた作

品は、何度観ても胸に迫って くるものがあります。

ふるさとを想って描かれた作品を、ぜひそのふるさとでご紹介 したい。そんなお節介がはじまりのユ帰 り展、「ふるさ

と、奄実に帰る」から2年 が経ち、今回 「ふるさと、天草に帰る」が開催の運びとなりました。金陽会メンバーそれぞれの

ふるさとでユ帰 り展を開催 したいという願いが、こんなに早 く
'十

うとは思ってもみませんで した。

金陽会の作品が初晨示となる天草、上天草、本光の 3会場で、天草 ご出身の中原繁敏 さん、吉山安彦 さんの作品を中′せ

にご紹介 します。

2019年 6月 、ハンセン病家族訴訟が勝訴 という大変喜ばしい結果を迎えましたが、2001年のハンセン病国賠訴訟の後、

なんら変わっていなかった偏見・差別の状況を私たちは真摯に受け止めなければなりません。「差別は絶対にな くなら

ない」と語っていた中原 さんに、「少し変わったみたいだよ」と報告できる日が来るように、これからも金陽会の作品をご

紹介 し続けます。

まずは金陽会の皆さんの作品の前に立ち、ゆっくり向き合って、皆さんの想いを受け取っていただければ幸いです。
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